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～地元の人のためのイベントへ転換しよう～


【問題・課題】

　菊池市は、平成１７年３月に旧菊池市、旧七城町、旧旭志村及び旧泗水町の菊池北部四市町村が合併して誕生しました。旧四市町村は合併前から旧菊池市を中心に結びつきがありましたが、熊本市とも近いことから、そちらとも同じように結びつきが強い状態でした。合併後に策定された菊池市総合計画の基本構想の現状と課題で平成１２年度熊本県消費動向調査報告書（表１）を基に「各旧市町村の買物場所は、旧菊池市と熊本市への買物割合が高く、熊本市を除くと、旧菊池市を中心とした商圏が形成されています。」と現状分析が

なされ、「旧菊池市を中心とした消費動向があることから中心市街地として活性化する必要があります。」と課題を挙げてあります。しかし現時点では、光の森など郊外型ショッピングセンターの急激な発展、旧菊池市の中心市街地のシャッター通り化などから、買物場所はより市外に移行していると考えられます。また、法務局出張所の統合により菊池出張所がなくなるなど、行政拠点の減少もあり、中心市街地の活性化は年々難しくなっています。
表１　買物場所の状況（平成１２年度熊本県消費動向調査報告書より）

	
	菊池市
	七城町
	旭志村
	泗水町

	買　　物　　先
	菊池市
	54.3％
	菊池市
	46.9％
	菊池市
	39.7％
	熊本市
	28.4％

	
	熊本市
	27.9％
	熊本市
	16.4％
	熊本市
	17.9％
	菊池市
	26.2％

	
	菊陽町
	3.8％
	鹿本町
	9.9％
	旭志村
	16.2％
	泗水町
	23.1％

	
	山鹿市
	3.3％
	山鹿市
	9.8％
	大津町
	12.2％
	菊陽町
	7.7％

	
	大津町
	1.3％
	七城町
	5.1％
	菊陽町
	7.4％
	西合志町
	1.9％


　日本全国で見られるこのような中心市街地の衰退を抑制すべく、各地で中心市街地の活性化を目指した取り組みが行われています。しかし、菊池市が平成１７年１０月に菊池市総合計画策定において行った市民意識アンケートでは、「菊池市の商工業は、活気があると思いますか？」との問いに、「とても活気がある・やや活気がある」と回答した市民は9.3％しかおらず、「あまり活気がない・全く活気がない」と回答した市民は73.2％と、7割を超える市民が菊池市の商工業に活気がないと考えており、中心市街地の活性化を目指した取り組みが十分でないことがわかります。
　また、同じアンケートに、「菊池市には、市外の人を連れていきたくなるような観光地・イベントがあると思いますか？」との問いがありますが、「あまりない・全くない」と回答した市民は56.5％と、半数以上の市民が、市外の人を連れていきたくなるようなイベントが満足に行われていないと考えていることがわかります。

[image: image1.jpg]


　かつては菊池一族の拠点として発展し、温泉が湧出したのちは温泉街としても活気に満ちあふれ、３０～４０年前までは熊本県下では熊本市に次ぐ賑わいがあったと言っても過言ではない菊池市も、最近では近隣の大津町、菊陽町、合志市の商工業の活気に押されています。[image: image2.jpg]
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このような現状を打破し、中心市街地の活性化を目指して、菊池市商工会を中心に平成２１年より、くまもと・菊池「湯ったり菊池の軽トラ朝市」が行われています。毎月第４日曜日に取れたての生花や野菜、海産物を乗せた約１００台の軽トラックと数多くの買い物客が中心市街地の中央通りを埋め尽くすほどの大盛況を見せています。口蹄疫の予防策として中止の期間もありましたが、インターネットの検索エンジン「google」や「yahoo」において「軽トラ朝市」という検索ワードでトップに表示されるなど、現在でも人気イベントとして開催されています。中心市街地のシャッター通り化や人口の減少など、現在の菊池市に市民が満足しているとはいいがたい状況のなか、菊池市の商工業に活気を与える取り組みとして、菊池市の中心市街地の活性化を担うイベントとして、また市民の満足度を高めるものとして、軽トラ朝市は注目を集めています。
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　このように大勢の人でにぎわう軽トラ朝市ですが、問題もあります。菊池市内の方の出店が多く、また売っているものも菊池市内で購入できるものが多いため、珍しさに欠けるという点です。どうやってお客を呼び込むか。どうやって市民の満足度を高めていくか。以上の内容をこれから検証していきます。
【目的】

　今回の提言を行うにあたっての目的は以下の２点です。

○軽トラ朝市を活用して中心市街地を活性化させること。
　○市民の満足度を向上させること。
【提言内容の根拠や検証（方法と結果）】

　軽トラ朝市にどうやってお客を呼び込むか、また市民の満足度をどうやって高めていくか。この２つの課題を解決するにあたり、我々はデパート等で行われている物産展に目を付けました。「物産展ふぁん倶楽部」というサイト（http://www11.plala.or.jp/e-1093/）で行われた物産展の人気投票結果によると、デパート等で一番人気の物産展は北海道展で、次に多いのは沖縄展でした。これは開催地より遠いことと、その地域に魅力のある商品が多いことがその理由としてあげられます。このように、物産展では近場では買えない魅力ある商品をいつも買っているデパート等で購入できるところが重要だと推測します。軽トラ朝市では、軽トラ朝市の売り文句である「摘みたて」「もぎたて」「産地直送」という点　を活かせないため、あまりにも遠い場所の特産物を販売するのは難しいですが、菊池近隣の特産物を軽トラ朝市で販売したり、市外の方がその市の特産物を持って販売を行ったりすることは可能と考えます。また月ごとに販売を強化する特産物を決めて、例えば次の月は「海産物フェア」などと銘打って宣伝するのも必要です。軽トラ朝市で「軽トラ」を売る等変わった商品を販売したり、菊池名物「手羽先揚げ」を出すお店に数店出てもらい競い合ったり、毎月何かしらのフェアを行うことで、軽トラ朝市にも珍しさが出て、さらに多くのお客を呼び寄せることができます。そして、菊池市にいながらにして近隣の特産物を購入できるとなると、市民の満足度も向上すると考えます。
　方法としては、第１に、近隣の市町村の商工会やJA、生産団体に声をかけ、菊池の軽トラ朝市に出店しないか呼び掛けることです。第２に、市外の出店者には出店料の割引や温泉無料入浴券の配付等の特典をつけることです。軽トラ朝市に出店できることを知らない、売れるかどうかわからない、交通費がかかる等、市外の人が軽トラ朝市に出店するにあたってはさまざまな問題があります。そのため、まずは軽トラ朝市に出店可能なことを多くの団体に呼び掛け宣伝します。次に、市外の人は市内の人に比べ軽トラ朝市に出店するのに手間がかかるため、その分を補填すべく特典をつけます。これにより、市外の人も軽トラ朝市に参入しやすくなるのではと考えます。
　次に、市外の人の軽トラ朝市への参加、市内の買い物客が増加する場合、必要となるのが休憩スペースの存在です。デパート等で買い物をするときによく目にすると思いますが、買い物が終わった後にお客が一休みするスペースがあちこちに設置されています。軽トラ朝市においても、同じように休憩スペースを設置する必要があると思います。休憩スペースの存在は高齢者にはかかせないものであり、また長時間の滞在にも効果があるからです。軽トラ朝市は中央通りで行われていますが、この通りには空き店舗も存在するため、空き店舗を活用し休憩スペースとすることで、空き店舗の有効活用につながると考えます。また、既存の商店等も店内に休憩スペースを設置したり、店舗の前に休憩スペースを設置したりすることで、商品のPRや宣伝に活用でき、お客の確保、ひいては中心市街地の活性化につながると考えます。
　以上のように、軽トラ朝市をさらにお客の呼び込める、市民の満足度を高めるためのイベントにするべく提言を検討してきました。しかし、軽トラ朝市は月に１度しかないため、それ以外の日には中央通りは閑散としています。軽トラ朝市に来てくれたお客を、なんとかして中心市街地にも呼び込めないか。この検討をするにあたり、我々は商店の逸品マップの作成に思い至りました。軽トラ朝市をまわるついでに中心市街地を回遊してもらえれば、中心市街地の活性化につながります。なぜマップに目を付けたかというと、阿蘇内牧のマップのように、手書きで各店舗の特徴やオススメの品が書いてあり、また親しみのもてるマップだとお客を呼び込めると考えたからです。作成したマップを軽トラ朝市の駐車場や出店範囲の始まり付近、本部付近、休憩スペースに置くことで、軽トラ朝市にくるお客に宣伝ができ、それがひいては中心市街地の活性化につながると考えます。
【提言内容】

　これまでの内容をもとに、以下のように提言をまとめます。

１．市内の人が楽しめるイベントにしよう。
　　ア．多くの市外の人に売りにきてもらおう。

　　　　市外の人が出すブースが多いと、先にも書いたように菊池市で手に入らない物の品揃えが多くなり、市民が楽しめるイベントになると思います。しかし、軽トラ朝市に出店できることを知らない、売れるかどうかわからない、交通費がかかる等市外の人が軽トラ朝市に出店するにはさまざまな問題があります。まず、他の市町村の商工会やＪＡ、生産団体に声をかけることからはじめ、市外の出店者には出店料の割引や温泉無料入浴券の配付等特典をつけ、市外の人も軽トラ朝市に参入しやすくすることが、市民が楽しめるイベントにするためには必要と考えます。
　　イ．いろんな物を売ろう。

　　　　軽トラ朝市で「軽トラ」を売るなど、にぎやかしも大事だと思います。また、最近のＢ級グルメブームに乗り、菊池名物「手羽先揚げ」を出すお店に数店出てもらい競い合うのもおもしろいと思います。
　　ウ．休憩スペースを作り、店舗を有効活用しよう。

　　　　デパート等のように、買い物のときには休憩スペースの存在が必要です。空き店舗を活用したり、既存の商店が店内や店舗の外に休憩スペースを作ったりして、中心市街地のPR、宣伝をしていくことが中心市街地の活性化に必要と考えます。
２．市外の人に紹介したくなるイベントにしよう。

　　ア．オリジナルマップを作成しよう。
　　　　今回、提案にあたって、オリジナルのマップを作ってみました。コンペ参加者のみの見識になっていますので、偏りはあるかもしれませんが、おもしろいものができたのではないかと思っています。
今回作成のオリジナルマップ

　　イ．マップを手に自分に合う菊池の魅力を探そう。
　　　　今回、作成したマップを試験配布し、意見聴取をしたかったのですが、時間の都合上意見聴取ができませんでした。今後機会があれば実行してみたいと考えています。
【考察】

　観光客ありきのイベントになっていることが多く、市民が楽しめるイベントになっているかの検討を行う必要があるのではないかと思います。市民アンケート調査の菊池市の望ましい姿では「地域内のさまざまな資源を活用した観光のまち」が最下位の結果となっており、現在行われているイベントは観光客を呼び寄せるためのイベントであり、市民が楽しめるイベントになっていないことがうかがえます。まず市民が満足できるような、市民が盛り上がれるイベントを行い、自然と観光客が寄ってくるという形が望ましいと思います。
　最後に、今回は休憩スペースの提案をしましたが、現代は自動車社会ですので、市内の方でも市外の方でも来てもらうには、駐車場も必要です。幸い中心市街地にはたくさん無料駐車場がありますので、軽トラ朝市に来ていただいた際に便利さを感じてもらって、普段の買い物や食事等の選択肢に菊池市の中心市街地をいれていただき、利用してもらえたらと思います。
軽トラ朝市のようす
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